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絨 毛 上 皮 腫 の 臨 床 的 研 究

Clinical　Studies　on 　Chorioepithelioma
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大 学院 学生　橋　 本

　　　　　　　　　　緒　 　言

　絨毛上 ！腫 （以下絨腫 と略）は 胎児性外胚葉に 属す る

ジ ン チ チ ウ ム 細胞 （以下 ジ細胞 と略）と，ラ ン グ ハ ン ス

細胞 （以 下 ラ 細胞 と略） よ り発 生 す る 胎児性睡瘍で あ

る．古 くは脱落膜腫，脱落膜肉腫 （Netze1，　Meyer ，
　Ch−

iari），悪性脱落膜唾 （Stlnger）等と称さ れ て い た が，
Mardhand （1895）．が初め て 本 瞠瘍 が ジ

， ラ両胞細 よ り

成 る事 を明か に し，両細胞が共 に胎児性外胚葉 か ら起 っ

た もの とす る Apfelstedt　u ．　Aschoff （1S96） の説 に 贄

成 し て
，

1898年 melignes 　chorioepitheliom （悪性絨毛

上 皮唾）な る名称 を採用 し，今 日 の 病理学的及び臨床的

鰯 見 の基礎をつ くっ た．彼 は之 を定型的，非定型的 の 2

種 に 分 け，後者は 予 後 が 良好で あ る と述べ た。繭来本腫

瘍の組織分類に は確定 した もの は な く，早期 に 全身諸臓

器 に転移を来 し，ee　it死 に 至 ら しめ る 子宮癌以上 に 悪性

の も の か ら，稀に は 自然治癒 を営 む もの 迄 多種多様の

臨哮経過 を と る もの が 包含 さ れ ，
Htiberi） は約95％ の治

癒率を報告 して，之迄悪性絨毛上 皮腫 と 悪性の 名称 を冠

して 呼ばれて い た もの の 大部分 は，良性 で あ っ た と考 え

、ら れ る と して 之 を，1）Chorioepitheliosis　i1ユterna， 2）
chorioepithelios 三s　externa

，　3）chorioepithelloma 　ma −

lignu卑 の 3 っ に 分類した ．そ の 他悪牲度 即 ち予 後 と関

胼性 をもつ た 組織分類の 試 み は 数多 あ るが，最近 Nova −

k2｝
は Ewings ）

の 分類をと り入 れ て 次 の 3 者に 分類 し，
そ の 予後 との 関胼性 を論 じてい る．Novak 分 類 の 基 準

は 次 の 如 くで あ る．

写 ．真 1 　 S ．E ．

和　 雄

　 加 米 道 隆 教 授 ）

Kazue 　 HASHIMOTO

　 1． Syncytial　 endometritis （以 下 S．E ．と略） 之

は 子宮筋層内に トロ ホ ブ ヲ ス ト細胞 が 散在性に浸潤 して

い る状態で，筋層を破壊す る 事 は な い ．通常 の 流産後 や

胞状奇胎 （以 下 寄胎 と略）娩出後 に も屡 く見 られ，そ の

予 後 は極め て良好で あ る．

　 2． chorioadenoma 　destruens （以下 C．A ．D ．と略）

之 は ジ ，ラ 細胞が異常 に 活 動性 を示 し筋層内 に破壊侵 入

し、且つ 稀で は あ る が 転移を来 し．
一

見悪性像を 示す

が ， 絨毛組織を有す る事 が特 駐で 原発巣 を剔出す る と予

後 は 比較的良好で あ る．

　 3・choriocarcinoma （以 下 C．C．と略）　我ft の 言

う絨腫は之に 相当 し， 予後は極め て 不良で あ る，組織学

的 に 絨毛構造を見出し得ず，広汎な出血壊死 を伴い ，筋

層 を破壌浸潤 して強 き異型増殖 を 示 し
， 屡 ぐ 早期に全身

諸臓器に 転移を来 して 死 の転帰を とる事が 多い ．

　著者 は教室 の 生 田
‘〉

と同様，仮 に Novak の 分類法に

従い ， 主 と して 昭和30年 1月以降の C．C．（絨腫） 14例

にっ い て 臨床的に詳 しく検索し
， 且 っ 剖検例 を検討 した

の で そ の成績を報告す る．C．C ．の み に っ き，統計，臨

床観察 を行 つ た報告 は 少い の で， 以下文中に引用す る文

献 は特に断らぬ 限り，従来悪性絨毛上皮踵と よぱれ て き

た屯の に っ い て の 丈献であ る ．

　　　　　　　　　臨床統計事項

　 ユ） 先行妊娠 との 関係

　関等
5】
は奇胎後60．2％，流産後23．1％， 正常分娩後 7．8

％，瀬木
e》
は夫 女 61．6％，24．5％，12．6％ とい 》 ，Hitsch一

写 真 2 　 C ．A ．D ． 写真 3　 C ．C ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1064− 48 絨 毛 上 皮 腫 の 臨 床 的 研 究 日産 婦 誌 11巻 8 号

皿 ann 等 は 夫 々 45．6910
，
28．7％

，
23．4％ とい う．其の 他

の報告 で も，絨毛上 皮細胞 が 異常 に 増殖 して い る 奇胎

後 が最 も多く，50％ 前後 を占 め，流産後が 之 に 次 い でい

る．我 々 の ユ4例 で 1ま奇 胎 後 9例，流 産 後 4 例，正 常分 娩

後 1例であ る （第 1表 ）．

　 第 1 表 　年 令，経 産 回 数 ， 先 行 妊娠，診 断 迄 の 期問

　 　 　 　 　 　 経 産
症例　 年令　　　　　　　　　 先 行妊娠
　 　 　 　 　 　 回 数

　　　　　　　　 （正 常 分 娩 ）　 1　 　 32　 　 　2

2345

ρ

U一
78

響
910111213

一
14

482827463245

一
36
…
46293629

80163564（破壊奇胎）

（奇　　胎）

翻 飜
　 　 2 年 4 ヵ 月003

（自 然 流 ）10

（人 工 流 ）10
（奇　　胎）　 　 　 　 　 　 0

（自然 流 ？）
（奇 　　胎 ）

（奇 　　胎）

3　1（奇　 胎）

4　 1
（奇 　　胎）

o

22o

1　 （奇　　胎 ）・ 0

31　　 2

44　　　7

（奇 　　胎 ）

L　　　　］uつ
（人 工 流）　　　　i0

｝
−

1　 ヵ　 月

1 年   ヵ 月

約 　 2　 年

9　 ヵ　 月

4　 ヵ　 月

互　　 年

1 年 5 ヵ 月

4G　 口

1 年 9 ヵ 月

2 ヵ 月 半

4　 ヵ　 月

10 力　周
1 年 2 ヵ 月．i

（　） は 他 病 院 に て 行 つ た も の

　 2）　奇胎後 の 続発率

　本症は奇胎後に続発す る事が 最も多い の は 前述の 如 く

で あ るが，然 らば 奇胎患者 の 何％ 位が本症に 移行す る も

の で あ ろ うか
，

此 の 点に 就 て は諸家の 報告 カヨー致せ ず，

約 30％ か ら 1％位迄種 女 であ る が，大体 5〜10％と報告

さ れてい る
ぢ）7）a）．NQvak の 分類に従い ，　C．C．が奇胎後

発 生 す る割合 は Logan9 ） T2例中 ユ例，　 Copplesonio＞ 64

例 中 工例 ，
生 隅

‘）62例 中 2例 とい う．如何 な る奇胎 が 絨

腫 に 移行するか に つ い て は種k の説が あ り
a）4m 〕12

 　米

だ 確定 して い ない が，絨捶発生 の 早期発見 に尿中絨毛性

Gonadotrophinの 定 量 が 重要 な意義 を 有 す る 事 は 万人

に よつ て認め られ， 奇胎後 の その 追跡が重視 され て い

る．奇胎除去後 の 尿 中ホ ル モ ン 値陽性期間に就て も報告

者 に よ り，定 量 法に よ り異っ て は い る が，大体丁 〜80％

は 60口以 内に 陰性 化 し てい る．但 し藤間
’s〕

は 137 日
，

荻

野
L4 ｝

は 3〜 7ヵ 月，　 Meyeris） は数ヵ月 に亘 り 絨腫続発

な く陽性 を示 した例 を報告 して い る．当教室 に於て昭 和

30年 1 月 よ り昭 和 33年 6 月迄に 入 院治療 した 奇胎患者及

び組織を検索 し得た 奇胎患者，
又 他病院で内容除去術を

行 つ た 後 ， 当外 来 を訪 れ た 奇胎後 の 患者は計 193名で，

そ の 中175名 に 予後を追究 し得 た ． 子 宮剔 出 を受け た 患

者は 41例，中 C．C．9例 ，
　C ．A ．D ．10例，

　 SE ．5例 ，
正

常 予宮 6 例，不明11例であ る．C．C．に移行 し た 例は全

体 の 約 5 ％ に 当 る．死 亡例 は C ．C ．8例及 び 病因不明 の

者 3例計11例であ る．奇胎娩出後 正 常妊娠分 娩 を した 者

は 59例で約34％， 2回奇胎分娩 を繰返 した 者は 4例で，

中 2例 は 2 回 目の 奇胎後子宮剔出術を うけて い る．奇胎

分娩後 Friedman 反 応に よ る尿 中 絨毛性 Gonadotro−

phin の 追跡 は 50例に施行 し た．28例 は 1 カ 月以 内 に，

42例 （84％）は 2 カ 月以内 に 100K．E ．1L．陰性 と な つ

た ．1 〜2 カ 月 の 間に 陰性 とな つ た 患者 の 中， 3例 は そ

の 後再び陽転 し， 1例 は 奇胎遺残で再掻爬後陰転 し， 2

例 は C．A ．D ．で子宮剔出後陰性化 した．

　又奇胎娩出後28日 目 100，000K ．E ．1L。陽性 の為 ， 単純全

剔術 を行っ た 1例 は C．A ．D ．であつ た．　C，C．の ホ ル モ

ン 値 は 第 2 表 に 示 す．奇 胎 娩出陵 60日 以 上 陽性の 者 は 丁

例で ， 中 3例 は子宮剔出を行い ，　 2例は C．A ．D ．
，

1例

は S．E ．で あっ た。又再掻爬 を行 っ た 2例は 肉眼的に も

組織学的に も絨毛は発見 さ れ な か つ た が トロ ポ プ ラ ス ト

細胞を認め，
そ の 1例に は Nitromin 　525   を 使用 し

t

4 カ 月目に 陰性 となつ た ．他 の 1 例 は そ の 後正 常 分娩を

して い る．残 り2 例 は何等 の 処置も行 つ て い ない ． 1例

は90日 目 尚 1DOK ．E ．！L ．1揚性であっ た が 100 日 園陰性と

な り，5（　1例は 4 ヵ 月 目迄陽 挫 で あ つ た が 5カ 月 目陰性

と な り
，

こ の 2 例 は 共 に そ の 後正 常分 娩 を経過 し て い

る．斯くの 如 く，奇胎後大多数は 2 カ 月以 内に 陰性化 す

る もの と思わ れ るが， 1 ヵ 月以内でも そ の 異常 に 高値

の 時 は．臨 床 症状 と相 ま つ て 絨腫或 は他 の 異常 を考 え る．

べ きで あ り， 2 カ 月以一L経過 して 尚腸性 の 場合も充分の

注意が必要で あ る．然 し絨腫 そ の 他の異常な く 8〜4 カ

月 も陽性 を示 した 2例ぽ，絨腫 の 診断に は慎重を期すべ

き 事 を教 え て くれ る．一旦 陰性 化 した も の が 陽転 す る場

合 は，正常妊娠 が否定 さ れ れば，異常 と考えて よい の で

ぽ なか ろ うか．Friedman 反応 と共に 胸部撮影を施行 し

た者 は 20例で，1卜2例 は 後 に C ．AD ．で 子 宮 を剔出し た

が，胸部 に は全例異常 を認 め な か っ た ．

　 3） 年 令及 び経産回 数

　 本症 は妊娠に続発す る も の で あ る か ら， 当然妊娠 目∫能

の 年令に多 く，ca！E〕は平均年令83．丁才，芦沢
ユη 34才 ，村

田
ts ）33オ，秦 ・相馬

19 ）
は 10年間の 全国主要病院の 綜合統

計か ら3 〜39才 が 34．6％，20〜29才 32．1％，40〜49才 28．5

％ と発表 してい る．我々 の 14例 の 平均年令は37才で
， 最

少年令 27才，最高年令48才 で， 20才台 4−k ，30才 台 5

名 ，
40才台 5名 で あ る （第 1表）。

　 経 産 回数 に閧 して は一般 に 多産婦 に 多 く，秦
L9 ｝

は 4 同
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology
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」噌

以 上 が 56．1％ ， 芦沢
171

は 5回以上 52．5％ ，
三 谷

20 ）
は 5回

以 上 45．8％，金子
2L） 5回以上 54％とい う．我 々 の 症例は

4 回 以 上 が τ例で半 数 を 占め
， 平均 経 産 回 数は 3．丁回 で

あ る （第 1表）．

　 4） 先行妊娠 よ り絨腫診断迄の 期問

　之 は報告者 に よ り異 り
， 長き は Schaamig 　36年

，
　Fig−

ueroa 　24年 ， 今野
2 ）

の 21年等 が あ り，Polano 　は長期潜

伏 を肯定 してい るが ，
Hitsdhnlannは絨毛上皮細胞の 生

活力 の 保持を 凡そ 2 年として い る．樋 口 等
9：）

，
中島等

聊

に よ る と過半数が半年以内 に 発生 し，関
S）

の 調査 で はす

べ て 3年以内 に発生 して お り，そ の 他 の報告も大体 1 年

以 内 が多い よ うで あ る．我 rtの 症例では最短 1 カ 月，最

長 2 年 4 カ 月で ，
1年以内が 7例 ，

1年一v　2 年未満が 4

例，2 年以 上 3例で あ る （第 1表）．2年4 ヵ 月 を要 した

症例 1は他医で子宮筋腫と誤 られ て腟上部切断術を うけ

て お り， 2 年 を要 した症例 4 は 同様子宮外妊娠と誤 られ

て 開腹手術を うけて お り，何れ も絨腫 の発生は もつ と早

かつ た もの と思われ る．

　　　主訴 ， 臨床症状並びに臨床諸検査成績

　 1）　主訴及び臨床症状

　第 2表の如 くで あ る．14例申10例迄 が性器出血 を 主訴

と し，咳嗽或は1血痰を訴え た 者 5例 ， 腟外陰或は腹部腫

瘤を訴えた 者 3例であ る．体温 は 37℃以下は 4例にす ぎ

な か つ た．子宮 の大きさ は 他医で瞳上 部切断術を受 けた

4 例を除 く 9 例共 正 常 よ り大 き く超乎拳大に 及 び
，

他医

に て単純全捌術及 び 腟転移核出術 をうけた 症例工4は 下手

拳大で あ つ た ．卵巣の 曇腫様腫脹 は割 と少く4 例 に証明

さ れた にす ぎない ．尿蛋白 を証 明 した も の は 7例であつ

た ．

　 2） 血液所見

　入院時所見 は第 3表の 如 くで，血色素量70％以上 は僅

か 4例で
， 殆 ど全例 に 貧血 を認 め ， 子宮内感染を伴 つ た

症例 4 ， 5 では白血 球増加 を認 め た．血液型 は工1例が A

型 で あ つ た．癌と血液型 との 関係 にっ き Aird
， 鈴木等

は A 型 に多 い
‘
とい s ，Krokfoas は O 型 に 多い とい う．

第 2 表　 入 院時臨 床症 状
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薦羅

刀
右、驚卵大 十

一　
！衂σo 黜

13 〃 莨 」ら．3・酔 手 拳 穴
一 皿一一 10脚 藷，叶

14 ” 度餌 ・go下徽 飽働
一 ＿一一 脚 囗9 与卿 M

　 　 M 一転 桜

　著者は 昭和30年以降の 子宮癌患者，良性疾患手術患者

夫 々 200名 を任意抽出し， そ の 血液型 との関係 を調べ た，

第 4表の如く癌患者に A 型 が多い が ， 推計学的に は有意

の 差を認め ない ．叉絨腫と子宮癌との間に は．絨睡で血．

型 不 明 の 者 を 仮に A 型以外と仮定し，A型 11名 A 型以外・

3 名 と し て 比較す る と 5％ の危険率を以 て有意 の差盤

認め た．其他の 血液所見 と して は第 5表に 示す如 くで ，

症例 6 は 血小板 が著 明 に低下 して い る．へ v トク リッ ト

値は 金例低憊で，症例 丁では 出血 時問梢 ぐ 延長し循環血

量 は減少 してい るが
， 他症例では循環血量は 正常か或は，

増加 してい る ．

　3） 血球凝集素価

　絨毛上皮細胞は 正常絨毛に於て も組織融解作用に よ り

子宮壁静脈を破壊 し，静脈内に お け る陰圧に よ り吸引 さ

れて管腔内 に遊走 し， 他組織或は臓器 に運搬さ れ る と言

わ れ るが，Novak2s｝ は局所乃至全身的抗 トロ ボ ブ ラ ス

ト防 禦機序 に ょ り母 体 に害 を及ぼ さ ぬ もの と した ．絨腫

に於 て ぽ こ の 防禦機序が障害 さ れて い るとも考え られ，

生 田
4）

は組織化学的検索 か ら生体防禦機序に 関係あ る と

思われ る 多糖体， 膠原線維，弾力線維等 の 染色性 の 減退．

第 3 表 　 入 院 時 血．液 所 見

症 囲 ・

蜘．色 素 （％ ）　 　 　 　 　 　 　 582345678

赤 血 球 （万 ）

白　 血 　 球

血 沈 中 等
．
値

ユ血、液 　 型

2858

コ00

451 　 22

284
．

90001

〔｝］．

4600

3515611000

　 　 　 　 　 1
62．5 　　 641 　 91 　 88．5

A 　　　 A　 　　 B　　　 B

3821012800

］、4

7439449506

．5

A ・　　 A

481　 50

161　　327
870062A925076

．25

・ i・…

74　 　 　 60　 　 　 　 　 　 　53

360　 　 　 332　 　 　 　 　 　 415

47D｛｝

35
’

A

7200815700−『
万

・・ …　 4 「
77　 77158

　 　 　 　 　 　
　

319　　　364 　　　311

720069

A　 　　 A 　　　 A

750019

，5A

451042A
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を認め てい る．故に著者は血球凝集素価 に よ り抗体産生

能力 を検 し，正 常抗体 の 変動を 調べ た．斎藤
2帥

は子 宮癌

悪液質患者 に 凝集 素 価 の 低下 を認 め て い る ．著 者 は食 塩

水法及び ア カ シ ヤ 膠着法
27）

に よ り絨腫 7例 ，
C ．A ．D ．4

例、S．E 。5例，奇胎 9例，子宮癌10例，妊娠初期 12例

の 2価及 び 1価 抗 体 を検 した．第 6 表 の 如 く
，

絨 腫 で は

他 の 対照例 に 比 し低下 してい る が，奇胎 で 2価 8倍 1 価

32倍，C．A ．D ．，　S ．E ．で 2価16倍 1価32倍，或は 2価16倍
1価 64倍 の 如 き低値，子宮癌で も 2価 8 倍 の低値，夂 正

第 4 表 　A 型 の 頻 度

血 耀 AB ・ A ・ 1硼 計

絨　　腫

子 宮 癌

良 性 疾居、

112

92　　 36

77　　 48

可⊥ 14

48　　 24

54　　 21

…
．一一

　 200200

xRl ＝ 4．33　　　x22 ＝ ＝ 7．10

（x
：
z ： 絨 腫 と 癌 ，x22 ：絨 腫 と良 性 疾 患 ）

第 5 表 　 其 他 の 血 液 所 見

症 例 1 ・ 7 10 11 12 13 14

ヘマト ク リ ヅ ト（％）

血 小 板 （万 ）

出　 1iエ　 時　 間

　 　 　 　 　 　 開 姶
凝 固 時 間
　 　 　 　 　 　 終 了

循環 血 量

（cctk9 ）

全 血

」血漿

血 清蛋 白 （9，！dl）

3

3017
．4 26

5／40 ”

16／3G”

工9
／30”

2’3  ”

4「30tt8i30
”

54．938

．4

22
工8．44
厂3G”

6’30厂115

ノ

76．3

38 37

12．23
’30’「

3’30「，

1ユノ

107．9

59．2466 ．9

6．7 6．77

13．64
’3e”

512
’30”

7ユ．145

。17

．5

348

，33
’30’S5

’

16厂30”

121．2807

，85

第 6 表 　 血 球 凝 集 索 価

症 例
絨 　　目靈　　　　　C　A　D　　　S　E 奇 　　 胎

7 仔 10π i213砕 123 イ．1∫ 213 五 i57234567139
皿 116 「 32．鼻 鴻 132

粥
ト

圏ヨ解

驀工 232f 幻12髭 ‘4El詔 ％ 温 2跖

正佑 88 ずム佑コ2321 齢64132 聲 32畠 剄32326464 ε

蘿工64醒 8646手164 ！ 25衂 1£ 6416 亭
1
沼韋兄1蜘 2肥56 写占3z

症 例
正 　常　妊 　娠 　　　　1　　 子　官　癌

丁 234 、56 　789 ・！0 侘
』
121Z31456781g 源

皿 佑 32跳．2島 8 鶸 2
．
｝2置6眉 1

　　132

旨 ll2盲64齢 3264i 嬋

藻
イ襾

工 256 餅 タ陛 兄
’
瓱 51232Irl珊 も 謝 2爿 廻iZ5訂2」264 脚

正 “ 齢 5．2鮎　1循
32323跏 28…らヰ旨」2 看1聴δ64321 ら齢 1

沁

懇 工 占46432 臨　 餅12δ32
．
12a距 …1ヱ5…

∫121 Il25齢 322晃…2晃「

常 妊娠 に於 て さ え 2価 8倍 1 価 16倍 の 低値 を示 す もの が

あ り， 絨腫に於け る凝集素価の低下は直ち に 之を生体防

衛機序 に 結びつ け るわ け に はい か ぬ か も知 れぬ が，単 に

全身栄養状態不良 の 為故 に の み も帰し得な い の では な か

ろ うか．

　 4）　」血中 ヱ ス トロ ーゲ ン 値

　絨腫 の 血 中 及 び尿 中 EstrOgen に就 て は増量す る とい

う者 も t 減少 す る とい う者 も あ るが，教室 の 奥村
ZS 〕

に よ

る と，症例 2，　3 ，　5
，　T，9 及び 10の 6例 の 血 中 Est−

fogen 値 は 夫 々 1．0，　0．ユ，　02 ，　 0．2，　 2．0腟単 位陽

性及び   ．1腟単位陰性 （津野法で抽出，小林中山 法で定

量）で，大体正 常値 の 範囲内に あ る。

　 5）　7 り一ドマ ン 反応

　本症患者尿 に於て の 生物学的妊娠反応が強陽性に現れ

る 事 を発見 した の は Aschheim で，其後各種 の 生物 学

的妊娠反応に よ り追試さ れ，現在で は 診断治療 の 経過予

後判定 に 不可欠の検査法で あ る．本症患者尿中の 絨毛性

Gonadotrophin量 に 関 して は 諸家に よ り そ の 成績 は 種

ft であ り，藤間
1s）

は奇胎除去後 3週以上経過 して ユO，
　000

KE ．！L ．以 上 な ら疑 い 充 分 で，50，000〜1Do，000K ．E ．1L

で確実 とし，関
「’〉
は 1D

，
000K ．E ．1L．で 略 ぐ 確実，50，000

K ．E．！L．以上で確実であ る と して い る が，正常妊娠 よ り遥

か に低い 場合もあ り
2，〕B°｝，N 陰性 の 場合も報告 さ れて い

る
Sl ）s2 ）。我々 の 症例 の 入院 時 Friedman 値 は 第 2表 の 如

く，
1

，
eOO〜lOO

，
OOOK ．E ．／L．で ，

50
，
000K ．E ．IL．以 上 3例，

10，　ooo　一一50，000K ．E ．1L．7例，1，000K．E ．／L ．2例で あ

る（治療 に よ る消長は 治療 の 章参照）．

　 6） 肝機能検査

　入 院時検査 で は第 7表 の 如 くで，症例 9，11，工4の 3

例 が肝障害 を認 め てい な い1 こ の 中 症例 11は 術後急速に

Friedman 値低下 し，全身状態 も改善さ れ 退院 した が
，

7b 月僕肺転移 を来 し再入院 した 時は
，

ウ ロ ビ リノ
ーゲ

ン 強陽臨 B．S．P．10〜15％ ， 肝 は 季肋 下 3横指 に 触知

さ れ
，

肝 障害 を示 した ．症例 9
，

14は 生 存例で ， 他 ぽ 全

例死 亡 した．症例 1
，

2， T，12は剖検で 肝転移 を認め

N 工工
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第 7 表 　 肝 機 能 検 査

壼 芳r 〜 〜星型」 ・

　 　 グ 　　 ロ 　 　ス

2 378

ウ ロ ピ リ ノ ーゲ ソ

ウ ロ ピ リ ソ

ピ リ ル ビ ン

B ．S ．　 P ．

畳 　 　 昔

陰
十 十

22％ 2．5％

以 下

＋
＝

十

15％

・ 1　 … Z ・副 ・・ 1・・

±：

2．5％
以 下

6％

一　 　 ±

5％
LJ、下

5 〜
10％

十

意蘇1

第 8表　副腎機 能 検査

tA

症 酬 … 　 1・・

ACTH 注

前 好 酸球 数

ACTH 注

後 好 酸 球 数

好 酸 球

減 少 率

17−KSmg
！day

213　　133

134

37％

7742

．1％

剛 ・ ・8

563340

％

9．507

・21 ・3 巨・

133　　 447841

％

13．08

1761

．1％

3．942

884450

％

12．78

俸

脅

た．

　T） 副腎機能検査

　副腎皮質は個体防禦作用 に 重要 な 役離 を演 じ て い る

S3 ），妊娠時 は皮質機能 は亢 進 し
33 】　一’S5 ，

， 重症 中毒症，悪

阻の 時は 低下す る
SS）− 35 ）

と言わ れ るが，絨腫で は 森
35 ）

は

1T−KS の排泄に 著変を認め ず，沢崎
37 ）

は低値 を認め て ，

之 は 腫瘍 の 存 在 が 1 っ の Stress と な う て 徐 々 に副腎

皮質が疲労 した 為であ ろ うと してい る．教室 の 6 例の IT・

KS 値   rekter の変法で測定） 及び ACTH 筋注法

に よ る Thom 　Test の成績 は第 8 表 の 如 くで あ る．17・

KS の 正 常値 は 平均 7。73± 1．068nユg！day3e｝ で
，

症例

13は減少 して い る．流 血 申好酸球数 は 正 常範囲 の巾も広

く，変動も大 きい の で， 測定値 そ の もの に は意義は少い

が
，

一
般に全症例を通 じて 少い ．好酸球減少率 は そ の5e

％以上 を疋常續 とすれ ば
， 症例13と1似 外はす べ て低下

して い る．症例13｝：　17−KS 排濯 値 は少 Vh の に
，

好酸球

減少率 は 正 常値 を示 してい る が
， 本例は ACTI −1注射前

後 の 好酸球数が極 め て 少い の で，誤差 の範 囲も大きくな

り減少率 の み で は 何 と も云 い 難い ．結局全般 的に軽度の

副腎機能低下 を認め る様であ るが著明で は な く，剖検例

7，11，12
，

13で副腎を 検 した 所、症例12，13に軽度の

萎縮を認めた ．

　 8）　且市機倉旨検査

　 絨腫 の 転 移 は 肺 に 好 発 し （剖検の 章参照 ） 且 つ レ 線上

証明 し得 な かつ た転移巣 を剖検で屡 ζ 発見 し
， 叉原発巣

捌 出後肺に 転移 を来す事も多い た め，肺機能不全診断の

補劾手段 と して レ線撮影 と 共 に ，肺活量
，

呼吸気， 補

気，貯気 ，
安静時分時呼吸量，分時最大呼吸量の 測定 を

行 つ た 。Comroe，　Forster等
39 ⊃4 °）

は 生 理 学 的診断， 治

療方法の 評価 ， 手術前 の肺機能評価に おける肺機能検査

の有用性 を，気管支喘息，肺気睡，瀰漫性 ザ ル コ イ ドー

ジ ス 等に つ き 認 め てい る．著者 は フ ク ダ 無水式両肺槻能

測定装置 を用 い 上述の 諸検査 を行い ， レ 線写真と比 較倹

討 した ．之等 は正常人で も性，年令 ， 身長 ， 体重等に よ

り広い 変動域 を有す る．従 つ て 診断に 有意の 為 に は 司成

り大き な変勁 を 示さ ねばならな い ．しか し同
一
個人 に就

て は そ の 変動は経過の変化を意味 し うると思う．絨 wa　5

例及 び C．AD ・2 例 の成績 は窮 9 表 の 通 りであ る．対照

例 と して 妊娠初期 3例附属器 腫瘍 2例腸管癒着1 例計 6

例 の 検査値を第10表に示す．絨腫例11，12，13は 死亡例

で，症例11は レ 線 L肺転移を認め ぬ 時 か ら低値を示 レ

転移 を証明 した 術後 8 カ月 の 検 査 値 は 著 明に 低下 して い

る．其他 レ線 上 肺転移 を認め た場合に は ， 何れ も肺機能

は 低下 して い る．た N
“
症例12に 於 て，術後 2 カ月の 検査

値 を初めて レ 線上肺転移 を 発見 した 時の もの であ る が
，

術前と殆 ど 変化 な く
， 僅か に高値 を示 して い る．之は 恐

ら く病変が 未 だ小 部 分 で 肺機能を 然程障害 して い な か つ

た もの と思わ れ る．肺機能検査 で 異常 に 低値 を示 した 場

合は，レ 線上転移が 証明され な くて も注意すべ き だ と思

わ れ る．一
方症例12の 如 く，

レ線上転移を証明す るに 拘

らず肺機能 は殆 ど変化 をみ な い 場 合 も あ り
，

肺機能検査

は 飽 くまで も レ 線診断 の補助的手段 と して行われ るべ き

もの だ と考え る．

　　　　　　　　　治療及び子後

　 本症は診断の つ き次第，原発巣転移巣 の 別なく手術可

能 な 限 り剔除す る事 が原則であ るが，手術不能例 に は放

射線療法化学療法 ホ ル モ ン療法等 が 行わ れ てい る．我 々

の症例 の治療法は第 11表の 如 くで，入 院後日な らず して

死 亡 した 2例 を除 く 12洌に 手 術療 法 に 加 う るに 放 射 線 療

法化学療法 ホ ル モ ン 療法 を 行 つ た．

　 肺転移 に 対す る放射療法 に 関 レ て は，白木
41）

は あまり

勳果 な く，上 野，藤井等 は却 つ て他臓器 へ の 転移 を促進 し
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第 9 表　肺 機 能 検 査 （絨 腫 及 び C ．A 』 ．）

昂ヨ，　　　　　　　　 月重　　　　　　　　　　C　A　D
」症 ・
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9 プ 1 ア213 犀

幣琴
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丐ヵ月 黼
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隸 r撞
2勇囗鵜 7紜

12i

年 令 天 464636 ％ 3ア 292 ？ 29324 準 44・2526 ；

身長 cm1 伍コ．5巧，．5．μ7 蝦 14ア巧3 惇 3∫53f イ9 汚 フ 15擢 6f ア522
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体 重 k暑 146E45，542．245 孤 5433 ％ 劣 δ

層
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434740 ，60 ∫1
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第11表　絨腫 の 治 療 法 及 び 予 後

治 　 　　 　 　 療症

例
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手 術
蒹放櫞

転 帰

子宮 腟 韈 鰥 μ

輸
血

CC

効
果

口 十 畝出、核出 290卿 了伊ン

10 イ卿 211野 2zoo一驫 ・
f巨

．2 十 繊出 毒 145L17 飾
一 ろ’

（
1
ア日〕

3 十 単剔 θ o 鰯 、 97 ヲド

骨 馳 蜘 囗 ←
な　 「
（7 守 ヨ ｝

4 †
麺 ，L 衽

　 理

り
f翌 日〕

5 ＋　単剔 醸畠 θ距 11 　　　　　　1 十
〔3拑 ｝

6 十　
・’ り　 卩

．22囎 i　 I 1「o弓5ド
姫 ρ十

F，
帽口日 冫

ア 十　 ” ・汀5卯 嬲 ；1 鰯 o躍
”．

も刀σ十
ワ

〔δ7日｝

副 ＋
「「
　 （4日｝

9 一
鯣 き） 弼 σ 鰤 卩十

生
　 〔酵 守胴 冫

凹　＋ 躍即 、拙 2跏 1ア25 2脚 亠 死
ご3カ 月）

｝1 一
鞨 1］ ゴ1252 釦 3御 十

・’
　 r肋 月，

12 一
麟

巧
　 ！吼 1。 20 σ 孺 留2卿 十

・o

　 帽 オ月〕

13 一
単剔　 　2110 1脚 ←

ヴ
　
ド
1，0日｝

14一洋蹴 附
・42ゆ ． 3叨 十

．生 Y 　中

（ 隠 他病院1踊 施行

第10表　肺機 能 検 査 （対 照 例 ）

症 てダ
ll

年命 才

身長 ［m

体 重隔

師 沽 量
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貯 吸 気
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補 気
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員了気
　 oc

弱 購糧
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粥 駄 呼
卩 量 2

た り喀 血 を誘発 した りす る事が あ る と して い る が、奥原

等
42 〕

は Tele−Co と Thio −TEPA 併用 に ょ り転移巣縮

小ホ ル モ ン 値陰転 を来 した 例を報告 して い る．

　我 k は絨種班発足以前，胸部 レ 線放射療法に よ り脳転

移 を来 した例を経験 し
，

一
時肺転移へ の 胸部放射は行わ

な か っ た が
， 今

・
回術後 現れ た 肺転移に Nitromin と併

用 して Tele・Co 裏面量ユO，　600r 放射 を 行っ た が，転移

巣 は 縮 小 せ ず ，放射終了後 12日 目却 つ て 拡大の 像 を 示

し
，

53 日 目 に は 脳症状 を 起 し
，
Methotrexate 　200皿g使

用 したが 遂に 死亡 した 例 を経験 した （症例12）．僅少例で

は あ る が肺転移へ の 放射療 法 は さ した る効 果 は な い の で

は あ る ま い か ．本症 の 化学療法に つ い て の 報告 は枚挙に

遑 がな い ．加来
43 ）

， 石川
44 〕

，石塚
蚓 ，木原

nE ）
等は主に

Nitrom三n を使用 して 肺或は腟転移の 縮小 ホ ル モ ン 値 の

低 下或 は治癒例 を報 じ，山 元
i7 ）

は Azan に よ る奏 効 例
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を， 三 谷
蚓

は Nitromin と

Azan の 併用 に よ る 治癒例

を ，石 山
49 ｝

は Sarcomycin 　t，こ

よる 著効例 を報告 してい る．

之等 の 報告例中に は C．A ．D ．

も包 含さ れ， C．C ，に 就 て は

石塚
5D）

は Nitromin に よ り治

癒 し た 肺転移例 1例 を 報告

し，BeeCham5i 〕
は Nitrogen

mustard と　Testosterone，

レ 線を併用 して 肺転移例 2例

中 1 例 の治癒 を報 じてい る．

我 k の 症例で ぽ，その効果 ぽ

第12表 の 如 く，治療 に よ り一

第12長 　絨 腫 好 転 成 績例
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（　〕しま イ也病 in「二て万琶彳テ

時 は Friedman 値 も低下 し，胸部 写 真 上 幾 分転移巣 が

縮小 した と思わ れ る症例 も あ り，全身状 態も 或 る程度は

改善 さ れ た と思わ れ る症例 もあっ た 載 決定的全治に 苓

らず，早晩死の 転帰 を と り，生存例 ：ま症例 9及び 14の 2

例にす ぎ ない ．且つ 症例 工4は手術後 日 も浅く現在 未 だ 治

療 中で 今 後 の 経過に 就 て は速断を
一
ド9 れ ず ， 絨唾症例の

予後 は 非常 に 不良で あ る．Li 等
52 ）

及 び Holland 等
as 〕

は抗葉酸剤 Methotrexate を“吏用 レ， 肺転移巣 の 消失例
を報告 し て い る．本邦では 未 だ Methotrexate 使用例の

輾 告 をみ ない ．著者 は症例 1ユ
，
12

，
工4の 3 例及 び 奇胎除．

去後
．・
向に ホ ル モ ン 値 陰 性 化 をみ ない 1例，計 4例 iに 太

剤 を使用 した の で
，

そ の 効果及び 剛作用 につ い て 簡単 に

述べ ろ．

　症例 11は昭和 33年 2 月 6 日 単純全剔術 を施瓶 約 1 カ

月 で Friedman 値 50K ．E ．！L ．陰性とな り， 胸部写 真 も

異常 な く退院 し，そ の 後家事 に従事 してい た跳　8 月初

め よ り胸痛 あ り，
9 月 初 め よ り」血痰現 れ，10月 2 日 再入
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和34年 7 月 1 日 橋　本 1069− 53

嚇

院 した．胸部写真で は左 側 は殆ど健康部を認め ず，右 側

は 中央に 下手拳大 の，下葉に鶏卵大の 其他数 コ の 陰影 を

認 め た．Friedman 値 は 最 高 10，000K ．E ．1L．で あ っ た ．

10月 8 日 よ りMethotrexate 　 1 日201ng静注 5 日 間計 100

mg使用 した，使用最後の 日に 上唇 に 小豆大 の 糜爛 を認

め，翌 口 は上 下唇 に各　it　2 コ 宛生 じ約 1週間存続 した ．

Methotrexate は 14日 間の 間隔で再び 1 日20皿g宛 5 日間

・．使用 した が
， 使用終了翌 日死亡 した．胸部写真上で は 全

然 陰影縮小 の傾向は認め られ な か つ た．Friedman 値 血

液所見尿所見及び B ．S．P ．は 第 1 図 の如 くで あ る．

第 1 図 　絨 腫，メ ソ ト レ キ セ イ ト使 用 例 （症 例 11）
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　即 ち Fried 皿 an 値が僅か に低下 し， 血小板白血 球の

減少を認め た ．剖検で は転移巣は肺の みで，組織学的に

薬剤 の 効果を検討 した が ， 特 に効果 を表す所見 は 認め ら

れ な か つ た ．

　症 洌12は 前述の 如 く Tele −Co 使用例 で あ ろ．昭 和33

年 3月 18日手術 を行 い ， 経過良好で あ つ た が，5 月23日

右肺 に転移 を 発見 し，　 8 月25 日 迄 Nitromin と併用 し

て Tele ・Co 表 面 量 10600r放射 を行 っ た 溝 　 9 月 6 日

陰影は拡大の像を示 し
，
10月初句左 下肢の 疼痛あ り， 10

月12E 突然左下半身 の 麻痺 が現れ，自然排尿不能 とな り

脊 髄 へ の 転移が疑わ れ ，
1  月13日 入院 した，入院時 Fri−

edman 反応 は最高 50eK．E ．！L ．であつ た．10月1τ日急に

左 一E肢の 痙欒あ り左胸部顔面 に 及び意識溷濁を来 した．

　鎮静剤 投 与 と共 に Methotrexate 　1 回 に 1（〕0  静注 し

た．痙攣発作は 次第に軽くなつ た が 尚 1 日 2〜3 回宛死

亡迄続い た．静注後 5 日 目下唇 に小 豆 大 の 麋爛が生 じた．

Methotrexate は 7 日間 の 問隔をお い て， 1 口 20mg宛 5

口間使用 した．Friedman 値血液所見尿所見及 び B．S・

P ．は第 2図 の如 くで あ る．11月 1G日死 亡 し，割検で脳，

脊髄膜，肺。肝，腎等に 転移を認 め た．転移諸臓器 に 就

第 2 図　絨 腫 。メ ソ ト レ キ セ イ ト使 用 例 （症 例／2）
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て 組織学的 に薬剤 の 効果 を検討 した が
，

特別効果は 認 め

られなか つ た，

　症例工4｝ま昭和 33年 7 月14日単純全剔術，8 月19日 腟転

移模出術を行 っ た 例で
， 胸部写 真上 陰影を認め ず

， 脳波

も異常 な く。 肝障害も認 め な か っ た が
，

た 窒 Friedman

値 は 9 月14ロ25 日 10月 2 日共 に 最高50，000K．E．！L．を示

し た ．10月 4 日 よ り Methotrexate　 1 日 20  5 日 間計

10efl［g使用， 2 週間 の 間隔で同様 の投与 を繰返 し て い

る．口唇 の 糜爛ぱ本患者で は 強 く現われ（写冥 4），且 つ 口

内炎 を 起 し食物嚥下時疼痛 を訴え，次回投与時迄続い た

が
， 第 2 回 目 の 投与か ら糜爛は軽く な っ た ．Friedman

値 そ の 他 に就 て は 第 3図の 如 くで あ る．

　叉 8 月28日 に他病院で奇胎の 内容 除去術を うけ， 9 月

15日 当院に 入院 子宮縮小 を み ない 為 9月30 日 再掻爬を

行 っ た が奇胎遺残 は認 め ら れず．そ の 後も
一一
向に Frle−

dman 値陰転をみ な い 患者 に Methotrexateを使用 し

第 3 図 　絨 踵，メ ソ ト レ キ セ イ ト使 用 例 （症例14）

50，000
κE

、卿 。

雛
1・
郷

　　　
RsP 　f％以下

…
　 5＜σ鞠

…5％以下
・・5勿tJ　t−．5狛〃一・一一一…5％ 〃

尿 ：

鵠二1：：：芻：1瑠 ：：：：：：：1：；：：：：：1二；：二 ：：1：1コ
1聡i三i三蓑iヨ三ii三lll還三ili三i三三まi

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1070− 54 絨 毛 上 皮 腫 の 臨 床的研 究 日 産 婦誌 11卷 8 号
・

写 真 4　 メ ソ ト レ キ セ イ トの 副作 用 （口 唇 麋 爛）

た ．使用法は前者と同様で計 200illgbl用 し，奇胎除去 後

79日 目50K．E ．1L．陰性 とな つ た．副 作用 と し て 口 唇糜

爛 ， 白血球血小板の 減少等を認め た．

　 Methotrexate 　は 4・a 皿 ino−N −10−methyl −pteroylglu．

tamic 　acid で．　 Li ，　Herz 　及び Spencer52）
（・ま C．C．2

例，C．A ．D ．1例 に ，
　 Holland53） は C．C．1例 に使用 し，

何 れ も尿中 Gonadotrophin の 急 激 な低下肺転移巣の 縮

小 等，す ぐれた効果を報告 して い る．使用法と して は，

初回 1〜 4．5  1  ，次 回 よ りは 約 2 週間の 間隔で 2．5田g

！1（g を 5 日間に 分 け て連続投 与 し，6 回 程行 っ てい る ．副

作用 と して，口 唇の 糜爛 口 内炎胃腸炎 ド痢等 を認 め，叉

白皿L球血小板 の 減少 をみ ると い う．

　我 k の 症例で は初 同 次 回 共 に 2．5咽   と し て 投与 し

た．副作用 と して 口唇 の 糜爛は 全例 に認 め，口 内炎 も 2

例認 め た ．白血球減少 は 全例に 認め た が，著明に減少 し

た の は 症例 14の み であ っ た ．．血小 板も減少 した が 差程著

明
 
ぐは な い ．効果 と して Li 等 或 は Holland 等 の い う

如 き顕著 な効果 は認め られ な か っ た が，症例11，12は 共

に 末期 の 患者で あ り，症例yiに於て病巣 は 不明な が ら も

手衛後約 2 カ 月続 い た 高単位の Friedman 値 が 低下 し

た亊 は ， 単 に 手術 の みの 効果 で は な く薬剤 の効果 に も よ

ると考え て よい と思 う．奇胎後 の 患者 の 使用例で は、奇

胎際去後長期間 Friedman 値陽性 を示 す 例が あ る の
』
ご

断 定 し難い ．一
応 試 み て よい 薬剤 と考 え る．

　尚絨腫で注意す べ き は そ の 治療後の Fr三edman 値で

あ ろ．症例 6 は 膣転移核出術及び 下腹部 レ 線照射1648r

施行後 50K ．E ．1L．陰性 と な つ た が， 8 カ 月後再 び 陽転

し，症例 11
，

12は単純全捌術及 び Nitromin 使用後 50

K ．E ．！L．陰性となっ た が共に其後再 び陽転 し
，

こ の 3例

共死亡 してい る．此 の事は Friedman 値 5GKE ．1L．陰

性 と な つ て も決 して油断出来な い ．更に 追究治療すべ き

だ とい う事 を痛感 さ r亡る，

　昭 和30年 1 月以降経験 した C ．A ．D ．は10例で全例 健存

して お り，そ の 中化学療 法 を行 い
，

そ の 治療経過及び 予

後 を追究 し得た 5例を表示 す ると第 13表 の如 くであ る．

即 ち肺転移 を認 めた 者 が 2 例 あ るが，何 れ も治療 に よ り

転移巣消失 し，Friedman 値も陰転してい る．原発巣剔

除に よ る転移巣の 自然治癒も
一

応は考慮 に入 れ るぺ きで

｝こi：あ る が ，
C ．A ．D ．に 対す る 化 学療 法 の 効 果 も 否定出来

ない と考え る．之 に対 して 絨腫 は遥 か に強 く化学療法に

抵抗す る と思わ れ る．

　　　　　　　　　 剖検Fffza

　剖検例 は10例で あ る．本症 は 血行に よ り全身臓器 に転

移 を 来 すが，特 に 肺腟タト陰及 び脳は好発部位 とい わ れ て

い る．Schmorl は 正 常 分 娩流早産後死 亡 し た婦入で は，

殆ど常に剖検上肺に絨毛組織栓塞がみ られ る と述 べ ，

No ▽ ak2s
）

も 同様の 事 を述べ て い る．之が悪性化 して 腫

瘍 を形成 す る とい う人 も あ る が，何れ に せ よ剖検．E肺転

移は最 も 多く，且 っ レ 線上 証明 され得なか つ た転移 を発

見す る事が屡 itあ る，　Hitsch皿 ann 等 は64例 の 剖検例

第13表　C ．A ．D ，の 治 療 法 及 び 予 後

症 例

12

つ
り

、
4宀

　　　 入 院 時転 移
　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ リ

ー
ド

年 令 　 　 　 　
一．一

　　　　　　　　　 マ 　ソ 値
　 　 　 肺　 　 膣

〜可 療

手 術 支糧 陽引亨 放 射副 囎 血 1蘇
41　 　 − 　　 　一

1936

lOO （十 ）　 単 　 剔　　750

2°OD（＋）
「
単 捌

100（十） 腟 上 切

825500

44万 　 1115r

300　 47e万

了99．8r

13002400十

十

十

フ リ
ー

ド

マ ソ 陰 転

迄 の 日数

44 loeo〔十） 腟 上 切 2580250295 万

60　 日

44　 日

碍4H

9．　OOOI 十
　　 12GOI

十

5 ヵ 月

転 　帰

5　　　23 一
　　　　

一
　　　2500（十）　　単 　　易じ 575

　 　生

3 年 8 ヵ 月

　 生．
3 年 4 ヵ 月 1

　 生
2 年 0 ヵ 月

19　 日

　 生
1 年 3 ヵ 月

「
一

杢
一

1

ほ lr：　tJ
力 別
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一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和 34年 7 月 1 日
橋 　 本 1071．

一一55

第 14 表 　剖 検 所 見

髏

1　　

卜11

［

I　

検
．

戸斥

7 8

見

髓 麟 艤 繭 靂讌 禍 虫 鬱 皿

碑
．
副1卑冂

犬垂町
「
4
一
膜 胃

暢

轡 血 齢 実盾 髞

溷油、浮腫 鬱 血 腫 大

鬱 血11 蓍変な し

刀 タ ル

回虫症

灘 議 著変・ ・

霄
雛

鮃
「

寞
尹
蕁

内
分

讖
忌

下腰
血

嚇
出

蛙

1脳

1黎 繋

1
士血聯 聴 着つ よし

出inni〔＋）．
率 腫 状

ノ1
堯繁

．
「鸛嚢

哢麗 顳 な ・

著・za−ttし 駿 帆 調 鎌 　、，
　 　 　 　 　 　 訂旨筋変性

浮 　月重

出　 魚

歴看 ・よし

ア112

！灘
左 ．上葉 L‡　右肋

回
1　〜Lコ

鼎 鞣
大の薩捧 リ

・λT 払 ］

纂寓酒剣贈・

フ3

卵 巣 ・

鶴融 詳糀
数 コ　　　丘」撞
騰瓢17丿う騒

鎚
鰍
辮
凝

鰐

其
の

也

全 身衰 弱

腹膣内出血

　 50CC

琢ロ蛛膜 下　X 脳室拡大

出 血　　　躔 状
，1’we下出血
Tk．　pa．出

身

痩

全

贏

馳
饗

性
皿
瘍

膜

血
約
種

腹

纔
腫

諞
血

希
恒

へ

踏
声
黄

齟

纛
 

翻

　

　い愚
脳
着

畢
辮

畿
露

轟 脾 1 コ　 軽 度

婁贋 崩 壌 実肩崩壊

・OP ・レ 嬲傑 朏 憶 ・・

着変な し

著矧 〃

tt 浮種 状

軽 度 i倉 身
大劫脈硬哀jI貧 皿

内膜 軽浸
溷 湶

副腎軽 度

萎 縮

浮 月壟状

全 レ貧血

褥 創

内脛 拡、．、

右 副 腎
ヤ 襲 縮 1

知 峡膜下
出　fi1

鯉
鴨

壼

舗
繋

　　　　　 第 15表 　臓器 別 に み た 転移 の 状 態

甄 悪靈 璽 聾｝ 聾醤
中肺転移59例，腟転移 弱例， 脳転移 8例と述べ

， 村 HIls）

は 9 剖検例中夫 々 9，2 ， 5例 と報告 し て い る．我 k

の剖検例 は第 14fi，第ユ5表の 如 くで，肺転移 9例，脳転

移 6例 ♪ 膣転移4 例で あ る斌 腟転移核出術侵死 亡 し剖

検時腟転移を認め なかつ た 1 例 を加 え る と 腟転移 は 5 例

と な る．肝腎脾へ の 転移は割合多 く夫k6 例 5例 4例で
あっ た ．天腟上 部切断術後 の 断端に絨踵 を発生 した も の

が 2風 卵巣 に転移琶勸 瀦 が 2・iftirf，卵巣の 樋 は

原発巣が 附属器 と思わ れ る 2例を加え ると 4例とな り，
従つ て 手術は 子 宮 全剔術 を施行すべ きで，且つ 両側卵巣

共剔除すぺ き だ と考え る．諸臓雛 移勲 こ 巍 て 抗鵬 剤

そ の 他薬剤 の効果 を神原
54 ’

嘩 じ，核分 剖の 減少消失，
変形分剖 の 出現増加，腫瘍細胞 の 変性 変化

， 腫瘍組織 の

壊死及び 鼬 L 鸚 組織の 粗鬆 「k，結合戀 田胞及び娩 1

線維 の増加，瘢痕形成等に 重

点を お き
， 組 織学的、こ 検討 し

た カS
、 　細胞 の 変・

性変イ匕も余り

み られず，出血壊死 巣は 薬剤

使 用例 と非使用例 の 間に さ し

た る差 は な く，特 に薬剤 の 効

果を思わ せ る所見 は得 られな

か つ た．内分泌臓器で は副腎

の 軽変萎締が 訓死 副腎
一都

脂財変性 の もの 1例，目．状腺

軽度萎縮 2例で あ る が．之 が

絨逓 二 よ る変化 か，就腫瘍剤

に よ る 変化 か は不明であ る．

　　 総括並びに結論

　 Novak2）
の 分類に 従い ，　 C 、

C ．，C．A．D ．，　S．E ．に分類 しモ

の C．C．に 相当す る 絨腫に つ

き詳細な臨床検査 を行い ，剖

検例に つ き精査 し， 治療及び

予後に 関 し て C．A ．D ．と比 較

検討 し， 次 の成績 を得た ．

　1） 昭和3G年 1 月 以降経験

した 紗踵は 工4例で。 C．A ，D ．

1’ま10例であ る．

　2） 膣絨 14例 の 先行妊娠は

奇胎 9例，流産 4 例，正 常分

例で あ る．

　 3） 奇胎後 の 絨腫続発率 は約 5％ であ る．

　 4） 平均年令 は 3τ才で，20才台 4名 ， 3e才台 5名 ， 4 
才 台 5名 であ り， 経産回数 ぽ 4．回 以．Lが 半数を占め，平

均経董回数 は 3．7回 であ る．

　5） 先行妊娠 よ り絨腫診断迄の 期間は 1 カ 月〜2年 4
カ 月で．大多数は 2 年以内で あ る．

　6） 主訴と して は，性器 出 血が 10倒で あ る．子 宮 の 大

きさ は 金例 正 常 よ り大 き く，尿蛋白 を♪r数 に証明 した．

　 7） 絨踵に は A 型 が多 い ．

　8） 血 球凝集素価 に よ る抗体辛生 能力 を検討 した駈
繰 重で は C．A ．D ．

，　S．E．其他 の対照例 に比 しそ の 低下 を

認め た．之 は 生 田が組織化学的 こ認めた生体防衛機序 の

減弱と戉 る程度関係が あ るの か も知 れ ない ．
9） 肝機能障害 を認 め る もの が 多 く， 剖検で甘市転移 を

認 め た も の は 全例障 害 さ れ て い た．

10）副腎機能検査で は軽脚 機能障害 力擁 め ら れ る様

N 工工
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であ る ．剖検例 に お け る 副腎の組織学的検査では軽度｝こ

萎縮を認め る も の もあ るが，之 は 絨腫 に よ る もの か，抗

腫瘍剤 の 作用 に よ ろ もの か 不 明で あ る．

　11）　肺機能検査で は，レ 線 上 転移の証明 さ れない 症

例 で も著 明 な機能低 下 を認 め る場合は 注意す ぺ き で あ

り，同
一

個人で経過 に よ りそ の 検査値 が 変 i匕す る 場合

は，レ 線 瞹 ・臆 くて 輔 意義だと 考え る．然 レ囃 上

転移 を 認め て も肺 機能 は 障害 さ れて い な い 場合 もあり，

レ 線診断 の 補功手段 とし て 行 うぺ き だ と思 う．

　ユ2）　手 術は 単純全剔術 を行 い ， 且つ 両側卵巣共剔除

す べ きで あ る．胸部放射療法 は却 っ て 転移 を促進す るの

1
で は な か ろ うか．夊 化学療法

，
ホ ル モ ン療法 は或 程度の

効果 は 認 め得 る．

　Methotrexate は 初期の 患者 に は有効で は な か ろ う

か ， 綴 の 検討 腰 す る．絨捶の 予鶴 非常IC不良で ・

現在 生存例僅かに 2例で，そ の 中 1例は治療中で あ る．

C ．A．D．の 予 後 は 良好で全例健存 して お り，叉化学療法

．に も よ く反応す る と思 わ れ る．

　 繝 重は 治療 ｝こ よ り Friedm ・ n 値50K・E ・！L 陰性 ≒な

つ て も決 し て 油断 し て は な らない ．更に追究 治療 を続

け るべ きで あ る．

　 13）剖検例／0例中，　肺転移 9例 ，　脳
・肝転移夫 々 6

例 ， 腎転移 5例，腟 ・脾 転移夫 k4 例 ご
，

其他膀胱 ，卵

巣 骨髄 ， 購 心等 に転観 認 め た・抗目重瘍剤の 効果

は，癆琿 組織学的 に は特に認め られな か っ た．

　 14）絨腫は そ の 診断 が遅 き に失 し，入 院時既 に転移 を

認め る症倒が多く
，

尚
一一
層 医 師及び

一般入 の啓蒙が 必要

だ と考タ．る ．

　 稿 を 終 る に 当 り ， 終 始御 懇 篤 な 御指 導 と 御校閲 を 賜 つ

た 馴 脚 来教授 に 心 か ら感 謝 致 し ま す ・又 組 織 に 関 し て

御 指 導 を 賜 つ た 病 理 学教 室 武 内教授 ，神原 講 師 ，並 び に

臨 床 諸検 査 に 御 協 力 頂 い た 産 婦人科 教 室員各位 に 深謝 し

　 ます ．

　　本 論 文 の
一部 は ， 昭和33年 10月11 日 第 190回 熊 本 医 学

　会 例会 並 び に 同 年 10月 23 日 ， 日本 化学療 法 学会 西 口本 支

　部 琉 1 回 総 会 で 発 表 し た ・
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綜合 医学 ， 11 ・ 348，昭 29・− 50）石 塚 ・ 産 婦 の 実

際 ， 6 ・ 129，lrn32． ； 日本 鯖 ・ユ5 ・2025・ 昭 32・

　− 51 ）Beecham 　et　aL ：　AI皿 ．」．　Obst．＆ Gynec ．，
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